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二
、
諸
子
百
家
の
時
代
（
一
）

―
儒
家
・
墨
家
―

・
子
曰
、
温
故
而
知
新
、
可
以
為
師
矣
。
（
『
論
語
』
為
政
篇
）

・
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
学
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
惑
。
五
十
而
知
天
命
。
六
十
而
耳
順
。

七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
。
（
『
論
語
』
為
政
篇
）

一
、
諸
子
百
家
の
時
代

一-

一
、
周
王
朝
の
衰
退
と
身
分
制
秩
序
の
崩
壊

二
千
数
百
年
前
、
周
王
朝
の
時
代
。
そ
の
統
治
体
制
は
、
下
剋

上

の
風
潮
と
と
も
に
次
第
に
破
綻
。

げ

こ
く
じ
ょ
う

春
秋
時
代

多
数
の
封
建
諸
国
が
並
立
。
王
朝
の
衰
退
→
〔

〕

1

末
期

大
規
模
な
長
期
戦
争
（
長
江
下
流
の
呉
と
越
の
戦
い
）
の
勃
発
。

ご

え
つ

戦
国
時
代

晋
の
有
力
貴
族
「
韓
」
「
魏
」
「

趙

」
が
政
権
を
三
分
割
。
周
王
朝
の
衰
退
、
諸
国
の
称
王
。

か
ん

ぎ

ち
ょ
う

侵
略
戦
争
が
多
発
。
〔

〕
が
割
拠
す
る
時
代
。

2

一-

二
、
富
国
強
兵
と
学
者
の
招
聘

戦
国
時
代
、
各
国
は
自
国
の
存
立
や
理
想
的
国
家
の
建
設
に
向
け
、
思
想
家
を
招
い
て
優
遇
。

代
表
的
な
の
は
、
斉
国
の
〔

〕
（
思
想
家
を
集
め
、
議
論
・
著
述
に
専
念
さ
せ
る
）

せ
い

3

そ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
思
想
家
た
ち
は
、
自
ら
の
思
想
を
構
築
し
、
諸
国
を
め
ぐ
っ
て
熱
き
夢
を
説
く
。

→
諸
子
百
家
の
時
代
。
特
に
、
儒
家
と
墨
家
は
〔

〕
（
世
に
顕
れ
た
学
派
）
と
称
さ
れ
る
。

4

二
、
儒
家

二-

一
、
孔
子
の
生
涯

前
五
五
一
年

魯
の
国
で
生
ま
れ
る
。
（
前
五
五
二
年
と
い
う
説
も
あ
る
）

ろ

幼
少
時

俎
豆
を
並
べ
て
遊
ぶ
。
→
大
人
の
ま
ね
を
し
て
〔

〕
の
稽
古
に
励
む
。

そ

と
う

5

三
十
歳
頃

魯
の
君
主
か
ら
遊
学
を
許
さ
れ
、
周
の
都
に
行
っ
て
礼
を
学
ぶ
。

三
十
五
歳
頃

魯
で
内
乱
。
隣
の
大
国
斉
に
赴
く
。

韶

（
古
代
の

舜

の
と
き
の
音
楽
）
を
聴
き
、
感
動
。

せ
い

し
ょ
う

し
ゅ
ん

斉
の
景
公
か
ら
政
治
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
〔

〕
の
重
要
性
を
説
く
。

6

宰
相
の
晏
嬰
は
孔
子
の
優
遇
に
反
対
し
、
斉
を
去
る
こ
と
に
。

あ
ん
え
い

五
十
歳
頃

魯
に
帰
る
。
中
都
の
宰
（
長
官
）
→
司
空
（
土
地
・
人
民
の
長
官
）
→
大
司
冦
（
司
法
大
臣
）

→
魯
の
政
治
中
枢
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
失
望
し
て
魯
を
去
る
。

孔
子
の
諸
国
遍
歴
の
旅
…
迫
害
に
遭
い
な
が
ら
も
、
理
想
を
説
き
、
弟
子
の
就
職
に
努
め
た
が
、
結
局
は
大
き
な

成
果
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
魯
に
帰
国
。
晩
年
は
、
郷
里
で
弟
子
の
教
育
と
著
述
に
専
念
。

前
四
七
九
年

七
四
歳
の
生
涯
を
終
え
る
。

◎
孔
子
の
思
想
―
〔

〕
の
中
の
断
片
的
な
言
葉
と
し
て
残
さ
れ
る
。

7

二-

二
、
外
か
ら
人
を
規
制
す
る
〔

〕

8

〔

〕
…
国
家
が
制
定
し
た
法
に
も
と
づ
く
制
裁
。
も
と
も
と
人
民
に
公
布
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

9

春
秋
時
代
―
世
の
中
の
乱
れ
→
法
の
内
容
と
そ
れ
を
犯
し
た
場
合
の
刑
罰
を
人
民
に
示
す
→
〔

実
定
法

〕

10

民
は
法
の
網
の
目
を
く
ぐ
り
ぬ
け
よ
う
と
す
る
。
→
〔

〕
で
導
き
、〔

〕
で
整
え
る
。

11

12

「
礼
」
…
礼
儀
や
慣
習
。
一
定
の
拘
束
力
を
持
つ
が
、
法
の
よ
う
に
明
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
刑
罰
の
よ
う
な

強
制
力
は
な
い
。
（
礼
を
守
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
人
の
品
格
の
問
題
。
）

〔

〕
が
礼
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
の
心
に
お
の
ず
か
ら
恥
の
気
持
ち
が
芽
生
え
る
。

13
◎
「
礼
」
―
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
人
間
に
品
格
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
、
外
側
か
ら
人
間
を
美
し
く
す
る
も
の
。

二-

三
、
道
徳
の
根
本
と
し
て
の
〔

〕

14

内
な
る
心
と
し
て
重
視
。
子
に
求
め
ら
れ
る
家
庭
内
の
道
徳
。
子
が
よ
く
親
に
つ
か
え
る
こ
と
。

『
論
語
』
で
最
も
多
く
語
ら
れ
る
徳
、
〔

〕
（
思
い
や
り
）
で
さ
え
、
孝
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。

15

（
思
い
や
り
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
、
ま
ず
親
に
対
す
る
愛
で
あ
り
、
年
長
者
に
対
す
る
敬
意
で
あ
る
。
）

◎
「
孝
」
―
人
間
の
最
も
素
朴
な
心
情
を
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
の
基
盤
と
し
て
重
視
す
る
も
の
。



- 諸子1-2 -

二-

四
、
孔
子
門
人
た
ち
の
活
動

孔
子
の
弟
子
・
門
人
た
ち
は
、
孔
子
の
思
想
を
大
き
く
二
つ
の
流
れ
と
し
て
継
承
。

・
内
な
る
心
を
重
視
す
る
学
派

曾
子
…
「
孝
」
に
す
ぐ
れ
た
弟
子
と
さ
れ
、
『
孝
経
』
の
著
者
と
目
さ
れ
る
人
物
。

子
思
…
孔
子
の
孫
。
曾
子
に
学
ぶ
。
『
中
庸
』
の
著
者
と
さ
れ
る
。

〔

〕
…
子
思
の
門
人
に
学
ぶ
。〔

〕
を
説
き
、
内
省
の
重
要
性
を
力
説
。

16

17

・
礼
を
重
視
し
た
系
統

子
游
…
特
に
礼
の
精
神
面
を
尊
重
。

子
夏
…
礼
の
形
式
を
重
視
。

〔

〕
…
戦
国
時
代
末
期
の
人
物
。
〔

〕
を
説
き
、
学
問
と
〔

〕

18

19

20

に
よ
る
自
己
修
養
の
必
要
性
を
説
く
。
礼
学
の
系
統
を
大
成
。

→
漢
代
に
至
り
、
〔

〕
と
い
う
国
家
教
学
と
な
っ
て
い
く
。

21

三
、
墨
家

三-

一
、
・
墨
子
の
思
想

孔
子
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
墨
子
が
活
動
を
開
始
。

〔

〕
―
兼
愛
・
非
攻
・

尚
賢

・

尚
同

・
節
用
・
節
葬
・
天
志
・
明
鬼
・
非
楽
・
非
命

し
ょ
う
け
ん

し
ょ
う
ど
う

せ
つ
よ
う

せ
っ
そ
う

て
ん

し

め
い

き

ひ

が
く

ひ

め
い

22

Ａ
〔

〕

23

墨
子
は
、
天
下
の
「
乱
」
の
原
因
を
追
究
。

→
人
々
が
「
自
ら
愛
し
て
」
、
他
者
を
愛
さ
な
い
。
自
分
の
「
利
」
だ
け
を
追
求
し
、
他
者
を
「
虧
」
く
。

か

親
子
・
君
臣
・
兄
弟
関
係
に
も
当
て
は
ま
り
、
盗
賊
が
他
者
か
ら
盗
み
、
戦
国
の
諸
国
が
他
国
を
侵
略
す
る
際

に
も
該
当
。
→
天
下
の
乱
れ
は
す
べ
て
〔

〕
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
。

24

◎
〔

自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
他
人
を
愛
す

〕

25
天
下
中
の
人
々
が
、
兼
愛
の
精
神
に
目
覚
め
れ
ば
、
上
位
者
は
〔

〕
の
心
を
持
ち
、
下
位
者
は

26

〔

〕
の
心
を
持
っ
て
、
世
は
自
ず
か
ら
治
ま
っ
て
い
く
と
主
張
。

27

博
愛
・
平
等
愛
で
は
な
く
、
自
己
へ
の
愛
と
他
者
へ
の
愛
と
の
間
に
区
別
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
。

Ｂ
〔

〕

28兼
愛
の
理
想
を
最
も
破
壊
す
る
も
の
→
強
大
国
に
よ
る
〔

〕

29

兼
愛
の
思
想
を
基
盤
と
し
て
非
攻
を
説
き
、
侵
略
戦
争
阻
止
と
い
う
実
践
活
動
に
奔
走
。

一
人
を
殺
せ
ば
、
人
は
皆
、
「
人
殺
し
」
と
声
高
に
叫
ぶ
。
当
然
死
罪
が
適
用
さ
れ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
大
量
殺
人
を
犯
す
侵
略
戦
争
は
、
な
ぜ
不
義
だ
と
言
わ
れ
な
い
の
か
。

→
天
下
の
〔

〕
と
〔

〕
の
と
ら
え
方
に
は
重
大
な
誤
り
が
あ
る
。

30

31

◎
侵
略
行
為
を
非
難
。
自
ら
戦
闘
集
団
を
組
織
し
て
、
〔

〕
に
出
動
。

32

当
初
、
墨
家
集
団
に
入
っ
て
く
る
門
弟
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
を
も
っ
て
集
ま
っ
て
く
る
烏
合
の
衆
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
墨
家
の
首
領
で
あ
る
〔

〕
の
統
率
に
よ
り
、
や
が
て
彼
ら
は
精
鋭
な
思
想

33

集
団
、
軍
事
組
織
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
落
城
の
危
機
に
瀕
し
た

城

邑
が
あ
る
と
、
そ

じ
ょ
う
ゆ
う

の
救
援
に
か
け
つ
け
、
多
彩
な
守
城
技
術
に
よ
っ
て
弱
小
国
の
危
機
を
救
っ
た
。

◎
〔

〕
…
堅
い
守
り
の
意
。
も
と
も
と
は
、
墨
家
の
守
城
能
力
の
高
さ
を
賞
賛
す
る
言
葉
。

34

三-

二
、
墨
家
集
団
の
組
織
性
と
衰
亡

墨
家
集
団
は
、
秦
漢
帝
国
の
成
立
と
と
も
に
、
忽
然
と
こ
の
世
か
ら
消
え
う
せ
る
。

強
固
な
組
織
性
と
「
義
」
の
精
神
→
墨
子
に
お
け
る
〔

〕
。

35

〔

〕
…
た
と
え
上
位
者
と
言
い
争
い
に
な
っ
て
も
、
そ
の
不
正
を
た
だ
す
こ
と
。

36儒
家
―
三
度
諫
め
て
聞
き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
臣
下
の
方
が
身
を
退
く
の
が
礼
。

い
さ

ひ

墨
家
―
一
度
諫
め
た
以
上
は
そ
れ
を
貫
徹
し
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
〔

〕
。

37

墨
子
の
死
後

鉅
子
の
孟

勝

は
、
楚
の
陽

城

君
の
要
請
に
応
え
て
、
そ
の
城
邑
防
衛
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
楚
王
の
直
轄

き

ょ

し

も
う
し
ょ
う

よ
う
じ
ょ
う
く
ん

軍
の
攻
撃
を
受
け
て
敗
退
。
こ
の
と
き
、
孟
勝
は
陽
城
君
に
対
す
る
契
約
を
履
行
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、

〔

〕
し
よ
う
と
す
る
。
弟
子
は
、
墨
者
が
全
滅
し
思
想
も
途
絶
え
る
と
反
論
す
る
が
、

38
孟
勝
は
義
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
こ
そ
が
墨
家
の
思
想
を
後
世
に
存
続
さ
せ
る
唯
一
の
方
策
で
あ
る
と
説
得
し
、

つ
い
に
全
員
が
自
決
す
る
。

→
墨
者
の
あ
り
方
を
端
的
に
示
す
事
件
。
墨
家
の
急
速
な
衰
亡
に
は
、
墨
家
の
基
本
的
体
質
が
関
わ
っ
て
い
た
。


